
手作りひな飾り華やか
元木地区の婦人ら主催

　元木自治会（土谷竹男会長）主催のひなまつりは２月
27日から28日までの２日間、元木生活改善センターで開
催され、地区内外から大勢の町民が訪れました。
　このひなまつりを企画したのは、同地区の婦人グループ
「ひだまりサークル」で、メンバーは元村トモさん、土谷
フミヨさん、幅浩子さん、千葉裕美子さんの４人。メンバー
が心を込めて縫い上げたつるし飾りが多数展示されたほか、
創作体験や甘酒の振る舞いなども行われました。
　元村さんは「地区の方からも作品を出してもらい、とて
も華やかに開催できた。今後はテーマを決めて、もっと作
品が集まるよう工夫していきたい」と力を込めました。
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部屋中に華やかに飾られたつるし飾りと創作体験を楽
しむ来場者ら

「うれしいひなまつり」「さくらさくら」など大正琴
の美しい演奏を鑑賞しながら、色鮮やかなひな人形
やひな飾りに見入る葛巻保育園の園児たち

空き店舗でひなまつり
商店街を華やかに彩る

　町商工会女性部（近藤とし子部長、部員57人）主催の「ま
ちなかひなまつり」は２月28日から３月３日までの５日
間、岩手銀行隣接の空き店舗（新町）を利用して開催され、
町内外から来場した約300人が桃の節句を楽しみました。
　部員が所有するひな人形や、手作りの色鮮やかなつるし
飾りを多数展示。大正琴の演奏も行われ、店内は華やかな
雰囲気に包まれました。来場者は、小物作りの体験をした
り、甘酒を味わいながらゆっくりと鑑賞に浸りました。
　葛巻保育園の園児も多数来場。園児らは「こんなにたく
さんのひな人形が見れてうれしい」「琴の音色がバイオリ
ンみたいにきれい」と目を輝かせていました。

食を通じた活性化探る
有名シェフ招き講演会

　くずまき高原牧場主催の「食からはじまる地域づくり
講演会」が３月14日、同牧場もく・木ドームで開催され、
県内外から参加した約100人が、食を通じた地域の活性化
と魅力発信について方策を探りました。
　山形県鶴岡市の有名イタリア料理店「アル・ケッチァー
ノ」のオーナーシェフ・奥田政行さんが講演。奥田さんは
「多くの方に注目してもらうためには、地域全体に散らば
る食材を一つずつ磨きブランドに育て、豊かになる工夫を
みんなで考えなければならない」と強調しました。
　交流会も行われ、参加者は葛巻の食を味わいながら、町
の食文化や自然環境などの魅力を語り合いました。

進学就職100％を達成
葛巻高校47人が巣立つ

　葛巻高校（梅津久仁宏校長、生徒132人）の第46回卒
業式は３月１日、同校体育館で行われ、47人が新しい進
路に向けて学舎を巣立ちました。
　梅津校長が卒業生一人一人に卒業証書を手渡し、「多く
の学びと経験から、地域に貢献する力とグローバルな視野
を兼ね備えた人間に成長することを期待します」とはなむ
けの言葉を贈りました。
　続いて鈴木重男町長が「一度は町を離れても、将来は活
躍の場を葛巻に移し、古里の発展に貢献するということを
心に留めておいてほしい」と祝辞を述べました。
　今年度の卒業生も進学、就職とも100％を達成しました。

今待地区にある町森林組合の炭窯を見学する葛巻地
区森林愛護少年団の子どもたち。同組合の竹川理事
㊧の説明に熱心に耳を傾けた

特産品の魅力アップへ
約30人がアイデア絞る

　岩手銀行主催の「森林環境学習」「金融教育セミナー」
が２月27日、今待地区の町森林組合の炭窯と薪の学校（旧
田野小）で行われ、小屋瀬小児童などで構成する葛巻地区
森林愛護少年団やその育成会など約30人が参加しました。
　町森林組合の竹川高行理事が講師を務めた森林環境学習
では、炭作りを見学したほか、座学で森林の働きなどを学
び、岩手銀行職員が講師を務めた金融教育セミナーでは、
銀行の役割や自然保護について理解を深めました。
　千葉美

み

珠
ず

樹
き

さん（小屋瀬小６年）は「身近にある森林を
詳しく知ることができて良かった。これからもっと意識し
て葛巻の自然を大切にしていきたい」と誓いました。

森林の働きや金融学ぶ
セミナーに児童ら参加

　葛巻産品の価値向上やより多くの人を呼び込む方法を考
える「魅惑くずまきアイデアソン」が３月12日から13日
までの２日間、くずまき高原牧場を主会場に町内外から約
30人が参加し行われました。
　盛岡市の㈱クレセントと町、くずまき高原牧場、くずま
きワインが共催。初日はチーズ作り体験やワイン工場を見
学し、町の魅力を再確認しました。
　翌日は、講師の㈱クレセント顧問 剱

けん

持
もつ

勝
まさる

さん指導の下、
「顧客の抱える課題とその解決方法」をテーマに、参加者
はグループごとに決めたチーズやワインといった特産品の
魅力向上についてアイデアを出し合いました。

参加した約 100 人が、奥田シェフの熱意あふれる講演
に聞き入った。本講演会は、町の「くずまき型持続可
能な産業づくり支援事業」を活用し開催された

くずまき高原牧場でチーズ作りを体験する参加者

晴れ晴れとした表情で、梅津校長から卒業証書を受
け取る卒業生


